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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。
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重厚なRCに守られた寝室の上には天窓が開いていて、桜の季節にはハラハラと散る花びらを見
ながら眠る趣向です。昔の人は「桜の下には死者が眠る」と考えていましたが、それは不吉な話では
なくて「繰り返す再生の物語」です。毎日新しい自分に再生することができる寝室なのです。

RCの重厚な土台の安心感の上に載っかったミッドセンチュリーテイストのLGS平屋リビング。木
デッキスペースはまるで航空母艦の飛行甲板。リビングの面積はコンパクトながら仲間を呼んで十
分楽しめる開放感を確保。センスの良いランドスケープデザインで“合理的な贅沢”が実現します。
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平面図に記載されたバツ印の部分は、『ドライエリア』
と呼ばれるものです。屋根のない地下の半戸外空間、
地下にある中庭的なものだと考えてください。各室
はドライエリアから通風や換気が取れるのも魅力。
ふり仰げば、木製ルーバー越しに満開の桜と春の柔
らかい青空が。外部の刺激が適切に伝わる、明るく
健康な地下室なのです。しかも外部のノイズを遮断
するRCならではの特長も兼ね備えているのです。

RCとLGSシステムの
ハイブリッド工法が生む
桜の下で眠る家

1層目の空間をRC（鉄筋コンクリート造）で作る。
それを大きな基礎と見立てて、その上にLGSシステムで平屋を載せる

ハイブリッド工法。敷地の特性や素材感の適材適所を加味することで、
デイトナハウスの可能性はますます広がるのです。
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ツヤ消し鉄骨の梁がメリハリ
を作り出す吹き抜けの空間が、
GLB 2階部分の最大の特長で
す。ここはまさに冒険心に溢れ
た人生観を持つ男のための場所。
梁上にはスキーやカヌーといっ
た大きめのギアも格納可能です。
リビングスペースにベッドを置
くのではなく、ロフト空間にあ
えてシンプルなマットレスなど
を敷いて眠るのがオススメです。

デイトナハウスのオリジナル棚金物“FASブラケット”がその真価を発揮するガレ
ージ空間。これは構造体にブラケットを付ける事で、ディスプレイが楽しめるラック
になってしまうスグレモノ。他にもこの建物では骨格が剥き出しとなっているため、
骨格自体に小物を“置いたり”、“ぶら下げたり”して、空間を楽しく友好的に活用す
ることが可能です。

艶消し鉄骨の梁がメリハリを作り
出す吹き抜けの空間が、GLB 2階
部分の特長です。ここはまさに冒
険心にあふれた人生観を持つ男の
ための場所。梁上にはスキーやカ
ヌーといった大きめのギアも格納
可能です。この部屋にはベッドは
不要。是非ともロフト空間にマッ
トレスを敷いて眠ってください。

03-6228-4933（担当:小田）　daytona-house.com/blackhanger

1Fのガレージスペースは、壁面を従来の白色からダークグリーンにイメージチェンジ。これ
によってさらに“無骨さ”を増幅しました。適度にあしらったインナーグリーンや、愛着のギ
ア類とも共鳴して、まるで愛機と会話できるような空間です。朝、この場所から出撃する。夜、
友とここでグラスを傾け、ツーリングの計画を練る。デイトナハウスが提案する豊かなモータ
ーライフのイメージがここにあります。

DAYTONA HOUSE×LDK本部

足立区にガレージアパート『GLB』の
常設ショールームが遂に登場!

先ごろ完全竣工した、東京都足立区のガレージアパート『BLACK HANGAR 2315』内に、
室内のイメージがいつでも見れる、常設のショールームがオープンしました。その全貌をご紹介します。

鉄骨の吹き抜け空間を
独り占めにする居住スペース

モーターフリークの
新たな基地となる
GLBのニューバージョン

ガレージスペースは、クルマ1台、バイク2台が充分格納可能なスペース。ガルバリウムの壁面
や鉄骨フレームには磁石が付くためその空間を用いた変幻自在なディスプレイも可能です。
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